
№ コメント 資料名（指定） 員数 年代（）は推定 所蔵

プロローグ　　上杉鷹山と家臣団　

* 1 上杉家伝来の甲冑 紫糸威二枚胴具足 1領 江戸時代（17世紀） 上杉神社

* 2 困窮の要因を書き連ねた 上杉鷹山書状案 1通 （文政3年・1820）辰3月 米沢市上杉博物館

1　竹俣当綱と明和・安永改革　－進展と停滞－

* 3 上杉家家臣と良い関係を築こう 三好重道贐書（国宝「上杉家文書」） 1冊 宝暦10年（1760）8月 米沢市上杉博物館

* 4 養父の好む芸を身に付ける少年鷹山 上杉鷹山謡本（国宝「上杉家文書」） 1冊 宝暦11年（1761）頃 米沢市上杉博物館

* 5 豪華な御殿は財政の負担 米沢城本丸図 1鋪 宝暦12～明和4年（1762～1767） 米沢市上杉博物館

* 6 改革の先駆者森利真 「新法御仕法之留」 1冊 宝暦12年（1762）4月 山形大学小白川図書館

* 7 森の殺害と改革派家臣 藁科松伯・木村高広・莅戸善政血判誓紙 1幅 （宝暦13年・1763）2月1日 米沢市上杉博物館

* 8 領民を我が子と思って 「民の父母」和歌・上杉鷹山像 1幅 明治時代（20世紀） 米沢市上杉博物館

* 9 いきなり仲間割れ 「上覧御鉄砲両手先勤論諍之留」 1冊 明和7年（1770）正月19日条 市立米沢図書館

* 10 七家騒動後の安定を 上杉鷹山宛 秋月種美書状（国宝「上杉家文書」） 1通（1巻）安永2年（1773）7月21日 米沢市上杉博物館

* 11 洛中洛外図を飾り大名を招く 「桜田御家鋪総絵図并御招請御補理書入共ニ」 1鋪 安永7年（1778）5月 市立米沢図書館

* 12 明和・安永改革を主導した 竹俣当綱像 1幅 未詳 米沢市上杉博物館

* 13 明和・安永改革の概要と成果 竹俣当綱「治国大言録」 1冊 天明6年（1786）正月 市立米沢図書館

* 14 家臣団に位置づけられた富農 渡邉三左衛門像 1幅 江戸時代（18世紀） 重要文化財渡辺家保存会

* 15 渡邉家の信用力をバックに 渡邉道英宛 金子借用証文（関川村指定文化財渡邉家文書） 1通 明和8年（1771）12月 重要文化財渡辺家保存会

* 16 知行も質入れして農民から借金 知行差向金子借用証文　 1通 寛政元年（1789）12月 山形大学附属博物館

* 17 地域活性化のサポート役 渡部忠知「萬勤方日記」 1冊 安永5年（1776）5月条 米沢市上杉博物館

18 緊急用の食料を備蓄 義倉棟札 1枚 文政10年（1827）8月 米沢市上杉博物館

19 藩校開設の経過が一冊でわかる 「学館御取立御用向取量留帳」 1冊 安永5年（1776）4月17日条 米沢市上杉博物館

* 20 平洲先生を米沢に招く喜び 吉江輔長他二奉行宛 上杉鷹山書状 1面 （安永5年・1776）6月13日 山形県立米沢興譲館高等学校

* 21 鷹山の「国家」観を示す名言 伝国の辞 1通 天明5年（1785）2月7日 上杉神社

* 22 改革の中断と大倹約 広居忠起他二奉行宛 上杉勝定書状（重要文化財中条家文書） 1通 （天明8年・1788）正月27日 山形大学小白川図書館

２　莅戸善政と寛政改革　－改革は晩年まで－

* 23 後期改革への準備 丸山蔚明覚書（国宝「上杉家文書」） 1冊 （寛政元年・1789）7月24日 米沢市上杉博物館

24 公開された会計帳簿 「御一円御続道取調帳」 1冊 寛政2年（1790）11月 米沢市上杉博物館

* 25 寛政改革の実施過程 「御続道御窮迫ニ付御基本為被相立萬御改革御執行帳」 3冊 （寛政2年～4年・1790～92） 米沢市上杉博物館

* 26 武士・町人・百姓の人口変化 領内人口調査覚書 1通 文政4年（1821）頃 市立米沢図書館

* 27 武士の開拓と結束 「牛森地理之図」 1鋪 文化3年（1806） 市立米沢図書館

* 28 この歌に思いを込めて 莅戸善政和歌「天下す…」 1幅 江戸時代（18～19世紀） 重要文化財渡辺家保存会

* 29 将来の出費に備えた積立投資 「酒田本間正五郎江御預金留帳」 1巻 寛政9年（1797）8月 米沢市上杉博物館

* 30
刀　銘　於江府長寿齋綱俊応渡辺公需造之／安政五歳

二月吉日　長運斉是俊
1口 安政5年（1858）2月 重要文化財渡辺家保存会

* 31
脇指　銘　於江府長寿齋綱俊応渡辺公需造之／安政五

歳三月吉日　長運斉是俊
1口 安政5年（1858）3月 重要文化財渡辺家保存会

* 32 ロシアの脅威と軍備再編 上杉鷹山像并 上杉治広宛 上杉鷹山書状 1幅 （寛政5年・1793）3月 米沢市上杉博物館

* 33 米沢藩武道の殿堂 「主水町御屋敷武芸所絵図」 1鋪 文政3年（1820）8月 市立米沢図書館

米沢市上杉博物館　開館20周年記念特別展「上杉鷹山の生涯　藩政改革と家臣団」展示資料目録（前期）

＊の資料は前後期で展示替します　　前期：4月17日（土）～5月16日（日）　／後期：5月22日（土） ～6月20日（日）　　

渡邉家の注文を受けて

米沢の刀工が手掛けた



* 34 実子と養父の死去 「御廟御絵図」 1鋪 寛政10年（1798）12月 個人蔵

* 35 興譲館の鳥瞰図 「米沢興譲館之図」 1鋪 （文化6年・1809頃） 致道博物館

* 36 鷹山の健康法 登坂昌尊口上手控（国宝「上杉家文書」） 1通 （文化11年・1814） 米沢市上杉博物館

37 向かい合う二人 上杉鷹山正月図 1幅 江戸時代（19世紀） 米沢市上杉博物館

* 38 遺言は俸給の全額支給 上杉斉定書状（国宝「上杉家文書」） 1通 （文政5年・1822） 米沢市上杉博物館

３　家臣団の働きぶり　－役人と専門家－　

39 キャリアから出世コースを探る 勤書 14冊 文化14年（1817） 米沢市上杉博物館

40 人事評価の基準は 黒井忠寄言上書控 1冊 寛政元年（1789）8月10日 米沢市上杉博物館

* 41 記録を編纂し、先例を調べて活かす 御記録方「御政事書上」 3冊 安永7年（1778）12月23日条 米沢市上杉博物館

* 42 優秀な官僚、晩年の姿 小島熊蔵像 1幅 安政6年（1859） 米沢市上杉博物館

* 43 最上川を使って輸送する 小鵜飼船模型 1点 昭和53年（1978）8月12日 山形大学附属博物館

* 44 症状は顔に出る 「痘證鑑訂」 1帖 文化2年（1805） 米沢市上杉博物館

* 45 米沢でも指導した本草学者 佐藤中陵像 1枚 明治時代（19世紀） 水戸市立博物館

46 米沢藩士から贈られた詩 内村玄覚等漢詩 1帖 寛政5～6年（1794～95） 水戸市立図書館

47 中陵本草学の成果 佐藤中陵「山海庶品」 6冊 天保年間（1830～40年代） 水戸市立図書館

* 48 遊びまわる子ども達 四季童遊図屏風 6曲1双 江戸時代（19世紀） 重要文化財渡辺家保存会

エピローグ　明君像の広がりと家臣

* 49 藩外からの視察と賞賛 永山貞武「庚子游草」写 1冊 天保11年（1840） 米沢市上杉博物館

* 50 有名だが内実は… 上杉斉定心付（国宝「上杉家文書」） 1通 （天保7年・1836） 米沢市上杉博物館

* 51 鷹山の事績を学ぶ藩士 黒井繁邦「雑集」 7冊 嘉永4～安政7年（1851～60）頃 米沢市上杉博物館

講演会　「大名家臣の『奉公』とは何か」

・高野信治氏（九州大学比較社会文化研究院教授）

・6月6日（日）14：00～、伝国の杜二階大会議室にて、先着80名（予定）／事前申込制　4月21日（水）9時　受付開始

図録「上杉鷹山の生涯　藩政改革と家臣団」　ミュージアムショップにて販売中

・A4判、112ページ、前後期の展示資料93件の写真や解説の他、コラムなども充実。　 1冊　1,870円（税込み）

・高野信治氏（九州大学教授）による寄稿「奉公への思いと人事の難しさ」も収録。展示をよりお楽しみいただけます。

参加無料


